  Ⅱ 観光交流調査結果の概要

    １  観光交流客数

· 観光交流客数は、1億3,843万人で、前年度を232万人（△1.6％）下回った。

· 前年度に対し、宿泊客数、観光レクリエーション客数共に減少したものの、観光レクリエーション客数については、県一括調査を除いた市町調査計では、ほぼ前年度並みであった。（9万人増、＋0.1％）
· 9月が前年度から97万人（△9.4％）減少しているが、平成21年度は9/19～23の計5日間の連続休日（シルバーウィーク）があったため、その反動減と見られる。

· 3月が前年度から264万人（△25.7%）減少しており、3月11日に発生した東日本大震災の影響（風評被害や旅行需要の冷え込み）を強く受けたものと思われる。
    ２  宿泊客数

· 宿泊客数は1,694万人で前年度から29万人（△1.7％）減少した。
· 駿河地域を境に、西部では前年度を上回る地域が多かった一方で、県内全宿泊客数の約6割を占める伊豆地域では、軒並み減少傾向にあり、地域全体で52万人（△4.9％）の減と大きく落ち込んだ。
    ３  観光レクリエーション客数

· 観光レクリエーション客数は1億2,149万人で前年度を202万人（△1.6％）下回った。
· 気象庁の台風統計によると、平成22年は統計開始の1951年以降で最も台風の発生が少ない（14個）ことから、好天に恵まれることが多く、気象によるイベント等の中止件数も少なかった。一方で、猛暑による出控えの影響を受けた地点等もあった。
· 分類別では、主に「買物」「季節行楽･行事」で増加した。
· 平成21年度に開催された｢国民文化祭・しずおか2009｣（2,148千人）の、反動による減少が見られた。
    ４  主な季節の状況

     (１) ゴールデンウイーク

· 宿泊は、前年度を上回る地域が多かったものの、下田･南伊豆では前年度を下回った。
· 多くの観光施設は前年度を上回る結果となり、特に西部地域の施設では大きく伸びた。

· イベントは、期間中好天に恵まれた｢浜松まつり｣が、前年比22万人増になるなど、調査対象となった全てのイベントで前年を上回った。
    （２）年末年始
· 宿泊客数は、熱海･伊東･本川根などが好調であった一方で、下田･南伊豆が伸び悩んだ。その結果、前年度並みの状況であった。
· 観光施設の入込状況は、前年度を6.5％上回る結果となり、｢道の駅｣など立寄り施設や、国宝指定を受けた久能山東照宮周辺で、大幅に増加した。

    ５  地域別の主な特徴

· 【伊 豆】
既存イベントが好調であったことに加え、新規イベントの開催等の効果により、観光レクリエーション客数は前年度を若干上回った。宿泊客数は、沼津市・三島市・伊豆市・西伊豆町を除き、前年度を下回る結果となった。
· 【富 士】
登山ブームを受け、富士登山者数は増加したものの、観光レクリエーション客数は全地域で減少した。
· 【駿 河】
約8ヶ月にわたり開催した｢静岡ホビーフェア｣などの新規イベントや、新規観光施設の開業などで、観光レクリエーション客数の増加に寄与した。

· 【西駿河･奥大井】
観光レクリエーション客数、宿泊客数共に、多くの市町で増加した。要因として、3年に一度の｢島田大祭・帯まつり｣｢藤枝大祭り｣が開催されると共に、富士山静岡空港の韓国便が好調であったことから、行程初日又は最終日で地域に訪れる客が増加し、宿泊客数、観光レクリエーション客数の増加に寄与した。
· 【中東遠】
｢ふくろい遠州の花火｣の復活をはじめ、各種イベントの集客が好調であったものの、観光施設への入場者数が振るわず、観光レクリエーション客数は微減。一方で、宿泊客は新規施設の開業などにより地域全体では増加した。
· 【西北遠】
平成21年度に開催された｢浜松モザイカルチャー世界博2009｣の反動減、及びイベントの終了（はままつ冬の蛍フェスタ）等により観光レクリエーション客数は減少した。一方で、宿泊客数は前年度を上回った。






